
    

 

 

 

 

 

 

 

人生の先
せん

輩
ぱい

から 

身近な「人生の先輩から」の文章を読んでみましょう。 

 

みなさんと同じ年ごろには、人は様々な夢をもつものです。大人
お と な

になってから、夢を実現させた

人もたくさんいます。みなさんのまわりにもそのような人がいるはずです。実現までの長い道のり

の中には、きっと様々なことがあったことでしょう。 

 夢を実現させた人たちは、ちょうどみなさんと同じ年ごろのとき、どのようなことを考え、

行動していたのでしょうか。「先輩の人生から自分の未来を探ること」は大切なことです。 

  

「見つめること」が未来への第一歩 

 自分の未来を切りひらくためには、今の自分を振
ふ

り返り、自分自身をしっかり見つめて、

自分のもっている「可能性」を伸
の

ばすことが大切です。今の自分を振り返ることは、自分が

将来何になりたいか、自分はどんな可能性をもっているかなどを知ることにつながります。 

   今の自分を見つめてみましょう。《こんなことに夢中です》というものは何ですか。 

     

 

 

 

 

 

 

考えてみよう！これからの自分 

今の自分を見つめてみることはできましたか。次は、自分の未来を予想してみましょう。

みなさんは「人生」という舞
ぶ

台
たい

の主人公です。自分の舞台を自分の手でつくりあげていくた

めには、しっかりした設計をすることが大切です。自分はどのような可能性をもっているの

か、将来何になりたいのかなど、自分の未来の予想図を考えてみましょう。  
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 私は、交番に勤務している警察官です。毎日、住民の方の相談や落とし物の対応、道案内などで

いろいろな人と接するときに、相手の立場に立って、親切な対応を心がけています。パトロールも重

要な仕事の一つで、事件があればいつでも駆
か

けつける体制をとっています。他にも仕事がたくさんあ

りますが、どれも住民一人ひとりの安全な生活を守る仕事です。いつも平和な町づくりのために働き

たいと思っています。 

  この仕事に就きたいと考えたのは中学生のときで、「自分自身が直接、社会のためになる仕事を

したい」と思ったからです。実際に仕事に就いてみると「人のためになる」ということは本当に難しいこと

だということも分かりました。また、社会的な責任の重さは、実際に働いてみて分かったことです。 

  いろいろと大変なことはありますが、やりがいもありますし、この職に就いてよかったと思っていま

す。 

６ 夢の実現に向けて 

みなさんは、夢やあこがれはたくさんありますか。自分の将来のことについて、具体

的に考えたことがありますか。夢の実現に向けてどのようなことに取り組んでいくとよ

いのでしょうか。 



〈自分の未来は自分でつくる〉 

  それぞれの年齢
ねんれい

のとき、「何をしているか」、「何を頑
がん

張
ば

っているか」 

 「決断やチャレンジしたいことは何か」、「努力していることは何か」、 

「大切にしていることは何か」などを書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路の学習」そのものが「生き方の探究」 

「進路の学習」とは、どのようなことでしょうか。近い将来の進学や就職について学んだり、考

えたりすることは大事なことです。同時にそれは、「どのように生きていくか」つまり「生き方の

探究」そのものです。未来に向かって「自分の可能性を伸ばす」ことも、少し立ち止まって「今の

自分を振り返り、自分を見つめる」こともどちらも大切なことです。 
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